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令和７年度 第２回千歳市緑化審議会 会議概要 

 

■日時 

令和７年 10月 24日（金）10時 00分～11時 15分 

■場所 

千歳市役所本庁舎2階庁議室 

■出席者 

委員出席者：愛甲会長、竹田副会長、外崎委員、髙橋委員、小田委員、津田委員、井溪委員、 

立田委員、古幡委員、山根委員、佐々木委員、松本委員、渡辺委員（計 13名） 

委員欠席者：丹波委員 

事 務 局：建設部長、建設部次長、都市整備課長ほか３名 

傍 聴 者：なし 

■会議結果 

１ 開会 

 

２ 会長挨拶 

 

３ 議事・その他 

(1) 千歳市第 2期みどりの基本計画（素案）について 

(2) 今後のスケジュール 

 

・上記の議事(1)及び(２)について、事務局から説明を行い、概ね承認済みとなった。 

 

４ 閉会 

■会議における意見及び質疑応答等 

１ 議事(1)千歳市第２期みどりの基本計画（素案）について 

【委員 A】 

 特段、内容に問題はない。 

 

【委員 B】 

分かりやすくなっており、よいと思う。 

 

【委員 C】 

これまで長い時間をかけて協議してきた内容がうまくまとめられており、見やすいと思う。 

P50～52 について、中項目の＜重点施策１＞と小項目の【重点施策】が重複しているため、

小項目を「取組」などに変えてはどうか。 
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また、概要版の「５ 施策体系」の図において、重点施策の枠に空白が目立つため、「６ 重点

施策」の内容を記載し、「６ 重点施策」には主な取組を記載してもよいのではないか。 

 

【事務局】 

いただいたご意見をもとに検討する。 

 

【委員 D】 

わかりやすくて親しみやすく、写真もたくさんあり、カラフルでよい素案ができたと思う。P52

に二次元バーコードという単語が記載されているが、二次元コードかバーコードのどちらかでは

ないか。 

 

【事務局】 

調べて確認し、必要に応じて修正する。 

 

【委員 E】 

わかりやすく、見やすく、よい素案ができたと思う。関わる企業や団体だけでなく、一人でも

市民の方を巻き込めるように発信し、活動が広がっていけばよいと思う。 

 

【会長】 

概要版と本編はどのように公表する予定なのか。 

 

【事務局】 

ホームページに掲載するとともに、冊子は公共施設に設置している他の計画等と一緒に設置す

るほか、行政窓口にも設置する予定である。 

 

【委員 E】 

二次元コードなど、情報発信手段がたくさんあるため、そういったものを活用して一人でも多

くの市民の方に伝わるとよいと思う。 

 

【会長】 

概要版の方が見る機会が多いと思われるため、概要版に本編や情報発信ツールの二次元コード

を掲載してもよいと思う。 

 

【事務局】 

いただいたご意見をもとに検討する。 

 

【委員 F】 

よい素案ができたと思う。 
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【委員G】 

よい素案になっていると思う。P34ぷちコラムにおいて、ヒグマとの共生とあるが、様々な地

域で人的被害が出ている中、一般の方が計画書を見た時に「共生」についてどう感じるかという

点が気になる。 

 

【会長】 

委員がおっしゃっているのは内容ではなく見出しのことだと思うので、共生だけでなく、「対策

と共生」などに修正してはどうか。 

 

【事務局】 

見出しを検討する。 

 

【委員H】 

専門部会で意見したが、具体的になり過ぎず、マクロな視点でまとめられており、よい形にな

ったと思う。先ほど、実施計画について話があったが、実施計画は市内部の計画になるのか、そ

れとも実施計画も緑化審議会に諮るなど、公表されていく計画になるのか。 

 

【事務局】 

実施計画については具体的な進め方を示すものとなることから、市内部での計画を想定してい

る。 

 

【委員 I】 

20年前の策定にも関わったが、色や表現など、今の時代に合ったものに変わり、今回は資料編

があることから、年齢を問わず分かりやすくなっていると思った。一人でも多くの方に見てもら

うためには、情報発信が必要だと思う。 

企業は目標を立てて達成度を評価するが、行政では達成度が分かりにくいため、市民にも達成

状況がわかるようになるとよいと思った。 

千歳市でもヒグマが市街地に出てきていることから、これまでとは刻一刻と状況が変化してい

るのに対し、市の対応は悠長だと感じている。人間に危害を与えないよう、先駆けて対策を打て

ないかと思う。また、ヒグマはドングリだけでなく、オンコの実も食べるなど、テレビで初めて

知る情報もあることから、千歳市でもヒグマの習性などについてもっと情報発信してほしい。 

 

【事務局】 

10 年を目安に計画の見直しを行うこととしており、その際に目標や施策における達成度の評

価を行うことを考えている。また、各取組については、数年ごとの緑化審議会において、進捗状

況の確認を行っていただくことを考えている。 

ヒグマの対策については、農業振興課が行っていることから、いただいたご意見について情報

共有する。  
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【会長】 

目標については、専門部会と審議会で議論していただき、たくさんの目標があった中から、緑

地の量的な目標と一人当たりの都市公園面積に絞り込んだ。これらの目標については、数年ごと

に確認した上で、悪い部分だけでなく、達成できている部分についても市民に伝えることが行政

にとっては大切だと考える。 

ヒグマについては、北海道のヒグマ管理計画に基づき、ヒグマを許容できるエリアの線引きを

するゾーニングを行っていくのではないかと考えられることから、市町村はそれに基づき、計画

を立てていくことになり、そちらで議論が進むと思う。みどりの基本計画では、記載できる内容

に限界があると考える。 

 

【委員 J】 

素案の内容はよい。P51＜重点施策２＞に「ボール遊びや花火などの利用ルールについて、地

域の意見を踏まえて弾力化を図る」とあるが、今年の事例として、町内会が管理している末広中

公園においてモルックをやっている集団がおり、騒音などが近所迷惑になっていた。町内会館の

窓ガラスが割れたことも２回あり、市で注意看板も立ててもらったが、その後も続いていた。利

用ルールの弾力化を図ることは問題ないが、時間を定める、登録制にするなど一定のルールが必

要であり、話し合いの単位を町内会単位にするか地域単位にするかなど、今後の進め方について

検討してもらいたい。 

（※モルック：フィンランド発祥のスポーツで、木製の棒を投げて、数字が書かれたピンを倒して得点を競うスポーツ） 

 

【事務局】 

モルックはボール遊びに類すると思うが、公園でのボール遊びについては、硬いボールを使い、

他の利用者や近隣の住宅に対する危害又は迷惑行為となることは禁止事項としている。利用ルー

ルの弾力化については、各地域や各公園によって許容範囲も変わってくるため、町内会などとよ

く話をして、決めていきたいと考えている。 

 

【委員 K】 

カラフルで見やすく、手に取りたいと思える素案になっていると思う。 

P37「5.1 施策の体系」では＜重点①＞となっているが、P50では＜重点施策１＞となって

いることから、単語を統一した方がよい。 

概要版の文字は、前計画の概要版のようにもう少し太字にするなど、見やすくできないか。 

情報発信の際には、概要版だけでもすぐに見られるよう、リンクを貼り付けるなど工夫ができ

ないか。 

 

【事務局】 

重点施策については、単語を統一する。 

概要版と情報提供については、いただいたご意見をもとに検討する。 

 

【副会長】 

全体的に見やすくできている。最終的な構成はいつ決定するのか。  



- 5 - 

 

【事務局】 

パブリックコメントなどの意見を踏まえ、次回の緑化審議会で決定する。 

 

【副会長】 

10年後の計画見直しは誰が行うのか。このメンバーで行うのか。 

 

【事務局】 

緑化審議会で行うことを考えており、委員の任期は3年のため、その時に委嘱している委員で

審議する。 

 

2 議事(2)今後のスケジュールについて 

【事務局】 

審議会でのご意見のほか、庁内や関係機関からの意見を素案へ反映し、11月 11日（火）から

12月 10日（水）までパブリックコメントを実施する。 

２月に開催する緑化審議会では、パブリックコメントの結果報告と計画策定の審議を行い、そ

の後、会長と副会長にお越しいただき、緑化審議会から市に対し、答申を行う予定である。 

また、答申後は、3 月末に計画の冊子を発行するとともに、市ホームページや広報ちとせへ掲

載し、できるだけ多くの市民の目にふれるよう努めていきたい。 

 

【会長】 

庁内の調整や議会への説明はどうなっているのか。 

 

【事務局】 

庁内の調整は現在行っている最中である。 

議会説明については、建設部を所管する産業建設常任委員会へ本素案を報告済みであり、内容

について特段意見はなかった。 

 

【会長】 

議事(1)及び議事(2)について、協議済みとしてよろしいか。 

 

【委員一同】 

 異議なし。 

 

【会長】 

議事(1)及び議事(2)について、協議済みとすることに決定する。 

 

3 その他 

【事務局】 

次回の緑化審議会は年明けの2月を予定していることから、開催時期が近づいたらご案内する。 

以上 


